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１ 令和５年度学校教育の指針
～学級活動で活動を深める授業改善のポイント～

２ なぜ授業改善のポイントが、「合意形成」、「意思決定」であるのか

３ 授業改善のポイントを具現化するために
～本日の２つの授業を基に～

本日の内容

本日のまとめ
〇合意形成までのプロセスを子どもが身に付ける
〇教師の支援を事前に行い、計画委員が主体的に話合いを進める



１ 令和５年度 学校教育の指針（学級活動）について

各教科等で活動を深める授業改善のポイント

話合いのルールを踏まえ、意見の違いや
多様性を認め合い、一個人として折り合
いをつけて「合意形成」を図ったり、自
分に適しているかを客観的に見つめ直し、
一人一人が「意思決定」したりする活動
を設定しましょう。



１ 令和５年度 学校教育の指針（学級活動）について

各教科等で活動を深める授業改善のポイント

話合いのルールを踏まえ、意見の違いや
多様性を認め合い、一個人として折り合
いをつけて「合意形成」を図ったり、自
分に適しているかを客観的に見つめ直し、
一人一人が「意思決定」したりする活動
を設定しましょう。

（１）学級や学校における生活づくりへの参画



１ 令和５年度 学校教育の指針（学級活動）について

各教科等で活動を深める授業改善のポイント

話合いのルールを踏まえ、意見の違いや
多様性を認め合い、一個人として折り合
いをつけて「合意形成」を図ったり、自
分に適しているかを客観的に見つめ直し、
一人一人が「意思決定」したりする活動
を設定しましょう。

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
（３）一人一人のキャリア形成と自己実現
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本日の授業では･･･

古巻小学校 古巻中学校

学級の課題 関わる友達が固定化したり、異性に対して
自ら関わりをもてなかったりする児童がいる。

学級の課題 学校のために行動するという意識が十分で
ない。

プレ授業画像

議題「５年○組クラスオリンピックをしよう」 議題「３年生に向けて３学期の過ごし方を考えよう」

（１）学級や学校における生活づくりへの参画

話し合う 決める

自治的能力、自己指導能力、自己実現につながる力

実践する



２ なぜこのポイントなのか

その１
学級活動の特質である「課題を見いだし解決に向けて取
り組む実践的な学習」の中心は話し合い、決める活動
（合意形成、意思決定）である。

その２
学級活動（１）では、一部の児童生徒の意見や多数決で
学級としての意見が決まってしまいがちである。

その３
学級活動（２）（３）では、個人の意思決定に話合いの
内容が生かされず、自分に合わない解決方法を決めてし
まうことも多い。

その４
話合い活動を充実させることが、決めたことを実践しよ
うとする意欲の向上につながる。



２ なぜこのポイントなのか

学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし、解決
するために話し合い、合意形成し、役割を分担して協力して実践した

り、学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の生き
方を描くために意思決定して、実践したりすることに自主的、実践的
に取り組むことを通して、第１の目標に掲げる資質・能力を育成する

ことを目指す。

学級活動の目標



２ なぜこのポイントなのか

身に付けさせたい資質・能力

（１）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要とな

ることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。

（２）集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合

い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにする。

（３）自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社

会における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己（人間として）

の生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

思考力、判断力、表現力等



２ なぜこのポイントなのか

出典：小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 学級活動編



２ なぜこのポイントなのか

出典：小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 学級活動編



２ なぜこのポイントなのか

理由を明確にして意見を出し合う。
互いの意見や思いを理解し合う。

多様な意見を認め合いながら合意形
成を図る。

自分もよくてみんなもよい

出典：小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 学級活動編



２ なぜこのポイントなのか

自主的・実践的に取り組む

決めたことを実践したら学級
がよくなった。次は違う課題を
解決してみたい。

出典：小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 学級活動編



２ なぜこのポイントなのか

多様な視点で考え、考えを広げる。

話合いを生かして、解決方法を意思決
定する。

実現可能・自分に合った方法

出典：小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 学級活動編



２ なぜこのポイントなのか

自主的・実践的に取り組む

決めたことを実践したら
課題が解決した。
自分が成長した。

出典：小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 学級活動編



学期・学年の目標

特別活動を要として、学校教育全体を通してキャリア教育を適切に行う

蓄積した物をどう活用するか

キャリア・パスポート

行事の振り返り

職場体験の事前指導

学期・学年の振り返り

行事の目標

進路学習

職場体験の事後指導

２ なぜこのポイントなのか
学級活動におけるキャリア・パスポートの活用について



【教師・保護者】対話的に関わる

授業で記入した後、教師や保護者による励まし、コメントの記入等により、意欲付け
を行う。
例）目標の達成に向けて努力していることについて励ます。
二者面談、三者面談等で一緒に振り返ったり見通しをもったりして、
児童生徒の成長を促す。

２ なぜこのポイントなのか
学級活動におけるキャリア・パスポートの活用について

【児童生徒】授業の中で記録を用いて話し合う

扱う題材と関連するキャリア・パスポートを授業の中で見返し、気付きをもとに話し
合う。
例）２学期の目標、行事の振り返りなどを見返し、気付いたことを
話し合った上で、２学期の振り返りを書く。



３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇合意形成までのプロセスを子どもが身に付ける
〇教師の支援を事前に行い、計画委員が主体的に話合いを進める

「話合いの進め方」について

「事前の活動」の充実について



３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇合意形成までのプロセスを子どもが身に付ける
〇教師の支援を事前に行い、計画委員が主体的に話合いを進める

「話合いの進め方」について

「事前の活動」の充実について

※他教科等との往還



学級活動(1)における話合いの進め方
はばプラⅡの基本的な流れ

育成を目指す資質・能力(1)の例
○学級や学校の生活上の諸課題を話し合って解決することや他者と協働して
取り組むことの大切さを理解し、合意形成の手順や活動の方法を身に付け
るようにする。

○学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するために
話し合い、多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践すること
ができるようにする。

○生活上の諸課題の解決や、協働し実践する活動を通して身に付けたことを
生かし、学級や学校における人間関係をよりよく形成し、他者と協働しな
がら日常生活の向上を図ろうとする態度を養う。

はばたく群馬の指導プランⅡの
基本的な流れと、資質・能力を
照らし合わせてみましょう。



学級活動(1)における話合いの進め方
はばプラⅡの基本的な流れ

「つかむ」場面では、

○話し合う目的や実践する目的を共有する。

○話合いのめあてや提案理由から「話合いの視点」
を明確にする。

育成を目指す資質・能力(1)の例
○学級や学校の生活上の諸課題を話し合って解決することや他者と協働して
取り組むことの大切さを理解し、合意形成の手順や活動の方法を身に付け
るようにする。

自分たちの生活をよりよくするために必要なんだ！



学級活動(1)における話合いの進め方
はばプラⅡの基本的な流れ

「出し合う」「比べ合う」場面では、

○意見に対する個々の理由（思い）を十分に出し合う。

○視点を基に、理由を比べ合い、意見をしぼっていく。

育成を目指す資質・能力(1)の例
○学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するために
話し合い、多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践すること
ができるようにする。

理由が折り合いをつける際の判断材料になる



学級活動(1)における話合いの進め方
はばプラⅡの基本的な流れ

育成を目指す資質・能力(1)の例
○学級や学校の生活上の諸課題を話し合って解決することや他者と協働して
取り組むことの大切さを理解し、合意形成の手順や活動の方法を身に付け
るようにする。

○学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するために
話し合い、多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践すること
ができるようにする。

「まとめる」場面では、

○よりよい意見を見いだしまとめる。

○意見を比べ合いながら、一人ひとりが納得してまと
める。



学級活動(1)における話合いの進め方

合意形成の方法

新しい考えをつくる

意見を合わせる

AとBの意見のよいところを生かして、Cという意見
にしてはどうですか。
Cの意見ならみんなの意見が入れられると思います。

AとBの意見を合わせて、abの意見にしてはどうで
すか。

abの意見にすると、〇〇の心配があると思います
がどうですか。合わせることで生じる不都合の確認



学級活動(1)における話合いの進め方

合意形成の方法

優先順位を決める

条件を付ける

今回はAの意見にして、Bの意見は次に行うことと
していいですか。

Aの意見に〇〇を付け加えるといいと思います。

〇〇を付け加えたときに、実際にできそうですか。
内容に無理がないか確認



学級活動(1)における話合いの進め方

合意形成の方法

少しずつ全部行う

共感的に理解し、
譲る

AとBの意見について、時間を短くして両方行うこ
とにしていいですか。

〇〇さんの考えはよく分かりました。みんなの意
見を聞いて、私の意見よりも〇〇さんの意見の方
がいいと思います。

全部行う時に、時間や場所はどのように工夫して
していけばよいですか。

時間や場所に制約があることを確認



学級活動(1)における話合いの進め方

合意形成の方法

※安易な多数決で結論を出さないために
○まとめる際に、少数意見も尊重し、生かす工夫はないか考える
（合わせる、一部を他の意見に付け加える）

多数決を行う
多くの意見について、話し合いましたが、決まら
ないので、今回は多数決で決めてもよいですか。



学級活動(1)における話合いの進め方

合意形成の方法を子ども達が理解し、判断できるようにする。

子ども達の話合いの様子に合わせて、
「２つの意見のよいところを合わせることができたね。」
「今日は１つの意見をさらにパワーアップさせられたね。」等、
よかったことやできたことを明確にして伝えたり掲示したりし
て、次回に生かせるようにする。

※教師が最初から示す必要はない。



３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇合意形成までのプロセスを子どもが身に付ける
〇教師の支援を事前に行い、計画委員が主体的に話合いを進める

「話合いの進め方」について

「事前の活動」の充実について



「事前の活動」の充実

再確認

学級活動（１）は、自治的能力を育む

自治能力ではない

→教師の適切な関わりの下行う経験を積み重ねる

子どもが、「ただやりたい」
ことをするのではない



「事前の活動」の充実

自治的能力を育むために

適切な議題選定・話合いの経験を積み重ねる

計画委員が中心

＜事前の活動＞
①問題の発見
②議題の選定
③議題の決定
④計画の作成

②④は
計画委員会
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本議題の指導計画では･･･

古巻小学校

議題の選定

計画の作成



33

本議題の指導計画では･･･

古巻中学校

議題の選定

計画の作成
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本議題の事前計画では･･･

古巻小学校 古巻中学校

学級の課題 関わる友達が固定化したり、異性に対して
自ら関わりをもてなかったりする児童がいる。

学級の課題 学校のために行動するという意識が十分で
ない。

プレ授業画像

問題を発見するための計画委員によるアンケート作成と分析

適切な議題の選定



「事前の活動」の充実

議題の選定方法

・みんなでしてみたいこと
・みんなで作ってみたいこと
・みんなにお願いしたいこと
・みんなで解決したいこと
・学級（学校）生活がもっとよくなること
・以前の活動の課題になったこと

提案された議題や解決したい問題の発見

○議題BOX
○アンケート
○議題例の掲示
○教師の声かけ 等



「事前の活動」の充実

提案された議題や解決したい問題

議題の選定

議題を選定するための視点

○早急な解決が必要
○学級の全員に関係する
○学級全員の協力が必要不可欠
○創意工夫の余地がある
○学級や学校がよりよくなる

※学級会で扱うには適切ではない問題
・プライバシーに関係する
・相手を傷つけるような結果が予想される
・教育課程に関わる
・校内のきまりや、施設等の利用の変更に
関わる
・金銭の徴収に関わる



「事前の活動」の充実

活動計画の作成

①学級会の役割分担

②提案理由の明確化

③話し合うことの決定

④話合いのめあての決定

⑤決まっていることの確認

議題選定の視点をもとに理由を明確化する
「みなさんのアンケート結果から〇〇と
なっていることが分かりました。今回話し
合い、△△について決めて、みんなで取り
組んでいくことで、□□にしていきたいと
思い提案しました。」

「話し合うこと」の適切な設定
○「何をするのか」
○「どのようにするのか」
○「係分担はどうするか」等



「事前の活動」の充実

話合いの流れの確認

計画委員が進
められるよう
具体的に助言

・□□について取り組んでいくことに決めていいですか。

・□□について取り組んでいくことに決めていいですか。
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本日の授業では･･･

古巻小学校 古巻中学校

学年を超えた
経験の積み重ね

教師の直接的な
関わりの減少

自治的能力

本時における、教師の直接的な手立て



３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇合意形成までのプロセスを子どもが身に付ける
〇教師の支援を事前に行い、計画委員が主体的に話し合いを進める


